

























































動詞（blanch, roast, etc.），省略構文（Break φ into a bowl, 4-5 tbsp φ mayonnaise），複合変化結果構文（Chop 






















































vや talk someone into somethingあるいはLook who’s talking! のような身近な表現を取り上げて論じている．
つまり，動詞＋目的語と並べられた形式は，動詞の表す意味がその直後に隣接する目的語にたいして直
接的，全面的に働きかけるという，現実世界に起こる出来事との類像関係にあるということである．し
たがって，英語教師自身も，他動性の表れる英語特有の表現がなぜ一定の形式をとるのかを感得し，授
業に活かしていかなければならない．
河原論文は，言語学研究が英文法現象の解明に寄与し，その結果大学の英語教育に役立つということ
を，生成文法研究の中から比較的容易に理解できそうなLasnik（1988）の意味役割に関するトピックを
選んで論じている．同論文は英語学習者にとって極めて身近なそして興味深い構文を，生成文法特有
の難解な構造分析ではなく，構文と意味の対応関係を中心にすえた議論をしているので，その分析を理
解する過程で英語教師にとってたいへん示唆に富む英語の事実を知ることになる．しかも著者は独自の
観点から同分析を批判的に検討してより良い代案を提案しているので，なおさら英文法についていっそ
う深く理解することが容易になる．本論を読み終えた読者は，これまでの英文法の考え方では成しえな
かった，一見複雑に見える文法現象を一挙に解決するカギとなる統一的説明の方法論にどこか無味乾燥
の印象があった文法観が一新されることになるであろう．こうして，英語のより良い理解につながる大
学英語教育の礎として，生成文法研究が積み上げてきた数多くの知見は大いにその利用価値があるので
はないか，と結んでいる．
交流文化学科の新入生は，本学科が提供する「国境という考え方を超え，交流する〈文化〉と〈社会〉
を多角的な視点から探求する」ことのできる専門カリキュラムに惹かれて入学してくるばかりではな
く，プラス１言語（ドイツ語・フランス語・スペイン語・中国語・韓国語）教育にも，そして英語学科
ともカリキュラムを共有するバラエティーに富んだ授業科目にも期待して入学してくる．本学科の英語
教育プログラムでは，英語基礎科目の担当者に『英語科目のガイドライン』の中で，それぞれの授業科
目の到達目標を示し，必要な場合は一定の共通テキスト等を用いるが，共通して行うことは必要最小限
に留め，できるかぎり担当者個々人の専門性・経験・見識を活かし，各人が工夫を凝らした授業を行う
よう要請している．本特集において示された提言・提案・モデル・示唆等が，少なくとも本学科の英語
授業にひと味違ったアクセントを付けてくれれば，あるいは広く大学の英語教員にたいし，新しい観点
からのヒントとなり，それぞれの指導スタイルを築き上げる一助となってくれれば，本号の役割は果た
せたと言えるであろう．
特集担当
府川謹也
